
岩

手

県

立

盛

岡

第

三

高

等

学

校

国

語

科

学

習

指

導

案

実

施

日

平

成

十

五

年

十

月

十

七

日

（

金

）

実

施

ク

ラ

ス

普

通

科

一

年

五

組

指

導

者

教

諭

中

島

新

科

目

名

国

語

総

合

指

導

領

域

「

読

む

こ

と

」

単

元

名

説

話

の

世

界

教

材

名

「

国

語

総

合

」

（

第

一

学

習

社

）

「

桃

花

源

記

」

指

導

事

項

「

桃

花

源

記

」

に

描

か

れ

た

村

の

様

子

か

ら

共

同

体

の

特

徴

を

読

み

取

る

。

⑴

漢

文

の

長

文

読

解

に

慣

れ

、

段

落

ご

と

の

内

容

や

あ

ら

す

じ

を

理

解

す

る

。

単

元

の

目

標

⑵

作

品

に

描

か

れ

た

村

が

、

な

ぜ

ユ

ー

ト

ピ

ア

（

桃

源

郷

）

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

か

理

解

す

る

。

⑶

現

代

社

会

あ

り

よ

う

や

人

間

の

生

き

方

に

つ

い

て

考

え

を

及

ぼ

す

。

⑴

「

関

心

、

意

欲

、

態

度

」

・

叙

述

や

表

現

に

即

し

て

読

み

を

深

め

よ

う

と

し

て

い

る

。

・

漢

文

を

通

し

て

、

も

の

の

見

方

・

考

え

方

を

広

げ

た

り

、

深

め

た

り

し

よ

う

と

し

て

い

る

。

評

価

観

点

と

⑵

「

読

む

能

力

」

評

価
規
準
 
 
 

・

段

落

ご

と

の

内

容

を

お

さ

え

、

全

体

の

構

成

を

把

握

し

て

い

る

。

・

内

容

を

抽

象

化

し

た

り

、

現

代

的

な

問

題

と

比

較

し

て

い

る

。

⑶

「

知

識

、

理

解

」

・

書

籍

や

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

活

用

し

て

情

報

収

集

の

仕

方

を

理

解

し

て

い

る

。

漢

文

唯

一

の

説

話

で

あ

る

た

め

、

物

語

の

楽

し

さ

を

味

わ

う

と

と

も

に

、

目

的

に

応

じ

て

情

報

を

活

用

し

年

間

指

導

計

画

に

な

が

ら

読

み

の

技

能

を

養

う

。

お

け

る

位

置

づ

け

一

時

間

目

全

体

の

音

読

練

習

と

あ

ら

す

じ

の

把

握

。

単

元

の

二

時

間

目

桃

源

村

に

至

る

過

程

を

明

ら

か

に

し

、

漁

師

が

見

た

村

の

様

子

を

ま

と

め

る

。

指

導

計

画

三

時

間

目

桃

源

村

の

様

子

や

生

活

を

読

み

取

り

、

そ

の

特

徴

を

捉

え

る

。

【

本

時

】

四

時

間

目

村

人

の

生

活

と

俗

界

の

人

々

の

生

活

を

比

較

し

、

理

想

世

界

に

つ

い

て

考

え

る

。

⑴

本

文

を

正

確

に

音

読

す

る

。

本

時

の

目

標

⑵

資

料

を

効

果

的

に

活

用

し

、

授

業

に

役

立

て

る

。

⑶

村

の

様

子

や

生

活

を

読

み

取

り

、

そ

の

特

徴

を

捉

え

る

。

過

程

指

導

内

容

学

習

活

動

評

価

の
規
準

と

指

導

者

学

習

者

評

価

方

法

○

音

読

練

習

⑴

一

斉

読

ａ

○

自

分

の

ペ

ー

ス

で

音

読

す

る

。

○

大

き

な

声

で

正

し

く

入

音

読

し

て

い

る

か

。

⑵

氏

名

音

読

○

一

定

時

間

で

正

し

く

音

読

す

る

。

○

繰

り

返

し

練

習

し

て

導

き

た

か

。

（

音

読

）

⑶

一

斉

読

ｂ

○

全

体

に

合

わ

せ

て

音

読

す

る

。

村

の

様

子

や

生

活

を

読

み

取

り

、

そ

の

特

徴

を

捉

え

る

。

画

１

内

容

把

握

⑴

桃

源

村

の

様

子

を

捉

え

さ

せ

○

漁

師

の

視

点

で

描

か

れ

た

村

の

様

子

○

脚

注

を

参

考

に

し

な

る

。

を

読

み

取

る

。

が

ら

ま

と

め

ら

れ

た

計

か

。

（

観

察

）

導

２

抽

象

化

⑵

⑴

で

書

き

出

し

た

も

の

を

項

○

適

切

な

こ

と

ば

を

空

欄

に

補

充

す

る

○

適

切

な

こ

と

ば

に

置

開

目

ご

と

に

「

抽

象

化

」

さ

せ

て

こ

と

に

よ

っ

て

「

抽

象

化

」

す

る

。

き

換

え

る

た

め

試

行

錯

指

村

の

様

子

を

捉

え

さ

せ

る

。

誤

し

た

か

。

（

発

言

観

察

）

習

３

比

較

・

関

○

現

代

社

会

の

問

題

と

比

較

さ

○

最

近

の

社

会

問

題

に

つ

い

て

、

班

ご

○

資

料

を

適

切

に

活

用

連

づ

け

せ

、

「

読

み

」

を

深

め

さ

せ

と

に

調

べ

た

も

の

を

発

表

す

る

。

で

き

た

か

。

（

プ

リ

ン

学

る

。

ト

）

○

桃

源

村

で

は

平

和

で

の

豊

か

な

暮

ら

し

を

し

て

展

い

る

こ

と

に

考

え

を

及

時

ぼ

し

た

か

。

（

ノ

ー

ト

）

本

４

他

段

落

か

○

三

段

落

か

ら

村

の

生

活

に

関

①

村

の

大

き

さ

を

読

み

取

る

。

○

「

見

魚

人

、

乃

大

ら

の

援

用

連

す

る

部

分

を

読

み

取

ら

せ

驚

」

を

指

摘

で

き

た

る

。

か

。

（

発

言

観

察

）

②

村

の

成

立

理

由

を

読

み

取

る

。

○

「

先

世

避

秦

時

乱

」

を

指

摘

で

き

た

か

。

１

空

欄

補

充

○

描

か

れ

た

世

界

を

適

語

で

ま

○

空

欄

補

充

す

る

。

○

村

の

特

徴

を

適

語

で

め

と

め

さ

せ

る

。

ま

と

め

ら

れ

た

か

。

と

（

ノ

ー

ト

）

ま

２

意

見

文

○

こ

こ

ま

で

の

ま

と

め

と

し

て

○

課

題

と

し

て

ノ

ー

ト

に

ま

と

め

る

。

意

見

文

を

書

か

せ

る

。


